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■授業の概要と目的（何を学ぶか） 

本授業は、政治学科科目の中で「政策」の分野に属する実習を中心とし、市ヶ谷キャンパスが所在

する千代田区の地域社会の様々な課題を考察することを目的とします。授業を通して事前学習、現

地実習等を通じて、地域の特性（課題、魅力等）を理解し、さらに自ら政策課題を発見して解決策を

考える力を身につけます。 

 

■授業の進め方と方法 

本授業は、以下の内容で構成しています。オータムセッション期間中（９月１１～１４日）に対面

による講義、グループによる現地調査（まちあるきやヒアリング調査）と調査まとめ作成と発表を

行います。また、事前に千代田区の概要に関するオンデマンド講義を行います。 

なお、本授業は、沖縄県の２大学（沖縄大学・名桜大学）、および千代田区内近接大学の高等教育

連携強化コンソーシアムに参加する各大学（大妻女子大学・大妻女子大学短期大学部、共立女子大

学・共立女子短期大学、東京家政学院大学、二松学舎大学）の学生も受講可能となっています。 

受講を希望する学生には、併せて「現代政策学特講Ⅱ（沖縄）」を受講することを推奨します。両

講とも受講することで、異なる地域社会の比較研究を目指すために必要な多角的な視点をさらに獲

得することが期待されます。 

 

※過去に「現代政策学特講Ⅰ（千代田区）」を履修し、単位取得した学生も再び履修することができ

ます。また、所定の成績を収めれば、別途単位付与されます。なお、過去に履修登録しながら、受

講しなかった学生、途中棄権した学生は、原則として受講を認めません。特段の事情がある場合

は、法学部窓口に相談してください。 

 

課題解決型フィールドワークとは… 

事前に基礎知識を身に付けたうえでテーマに即した場所（現地）に訪れ、現場が抱える課題を観

察・発見し、よりよい解決に向けて関係者に聞き取り調査を行うなど主体的に活動すること。 

 

 

「現代政策学特講 Ⅰ（千代田区）」 

募 集 要 項 
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■応募資格 

法政大学 法学部 全学科全学年（※1）、他学部生（※2） 

 （※1）国際政治学科は 2～4 年生のみが応募できます。 

（※2）本科目は、法学部主催の他学部公開科目です。 

 

■実施形態 

沖縄大学、名桜大学、大妻女子大学、大妻女子大学短期大学部、共立女子大学、共立女子短期大学、

東京家政学院大学、二松学舎大学の学生と一緒にクラス授業、現地実習、グループワークを実施し

ます。 

 

■実習地 

法政大学市ヶ谷キャンパス 

 〒102-8160 東京都千代田区富士見 2-17-1 

※市ヶ谷キャンパスを拠点に、千代田区内を訪問し、調査します。 

 

■担当教員 

 法学部政治学科 杉崎和久教授 

 

■実施時期・授業計画 

本授業の計画は以下を予定しています。内容の順序が変更になる場合もあります。 

【事前学習・事前準備】  

・オリエンテーション・事前学習「千代田区概論」（オンデマンド） 8 月下旬配信予定 

 

【現地実習（予定）】 受講者数、協力者の都合により変更することがあります 

9 月 11 日（月）  

 ＡＭ オリエンテーション 

ＰＭ 講義 千代田区の地域社会・あるいは政策に関する内容（千代田区役所職員等） 

   講義「（仮）地域課題解決にむけた学生の活動」髙橋大輔氏（共立女子大学教授） 

 

9 月 12 日（火） 

ＡＭ  現地実習（千代田区内） 

ＰＭ  現地実習（千代田区内） 

 

9 月 13 日（水）  
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ＡＭ  現地実習（千代田区内） 

ＰＭ  成果発表準備（市ヶ谷キャンパス） 

 

9 月 14 日（木）  

ＡＭ  成果発表（市ヶ谷キャンパス）＊12 時頃終了（予定）、少し延びることもあります。 

 

【事後課題】 

9 月末（別途指示） 個人レポート 

 

■費用 

無料 

※見学料、移動費、昼食代は自己負担になります。 

 

■成績評価の方法と基準 

グループ別発表の評価（20％）、最終個人レポートの評価（20％）、小レポートの評価（60％） 

 

■学生が準備すべき機器他 

オータムセッション期間での授業を円滑に進めるために、事前学習をオンデマンド方式で行う。

また、課題等の提出は学習支援システムなどを通じて行う。事前学習の際には、インターネット環

境、課題作成等のためパソコン・タブレット等の端末が必要となります。 

 

■単位数 

法律学科    自由科目   2 単位 

政治学科    選択科目   2 単位 

国際政治学科  自由科目   2 単位 

※法学部全学科とも、年間の履修上限の別枠として履修することができます。ただし、2023 年度

法学部履修の手引き 36・37 ページに記載のとおり、年度に修得できる専門科目（○単位まで修

得可能）の条件は適用されます。 

※法学部生以外の学部生も、年間の履修上限の別枠として履修することができますが、各学部が

定める要件に集約されます。不明な点は、必ず各所属学部に相談ください。 

※成績は 2023 年度秋学期科目として付与されます。 

 

■応募方法 

【申込締切】2023 年 6 月 23 日（金）17 時 
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【申込方法】下記、Google フォームより「参加申込書」に必要事項を記入し提出してください。 

URL： https://forms.gle/3GQaE5EUxsXiordj6 

※申込後の受講辞退の場合、成績評価は E（未受験）となります。また、辞退をする場合には、

早急に事務局に連絡をしてください。 

【選考方法】「参加申込書」に基づく書類選考とします。 

※選考結果は 7 月 3 日（月）に登録したメールアドレス宛に通知します。履修登録作業は事務

担当にて実施します。 

 

■受講定員 

 最大 25 名程度（本学・沖縄大学・名桜大学・千代田区高等教育連携強化コンソーシアム参加各大

学からの合計） 

 

■過年度の様子 

URL：2019 年度 https://www.hosei.ac.jp/hogaku/NEWS/topics/20191105_1/ 

2018 年度  https://www.hosei.ac.jp/hogaku/NEWS/topics/20181024_1/ 

 

■新型コロナウイルス感染症の影響について 

今後、新型コロナウイルス感染症拡大の推移により、本授業も影響を受ける可能性があり、授業内

容、方法等の変更など対応については必要に応じて通知します。 

 

■問い合わせ先 

 法政大学 現代政策学特講担当（矢野・田中） 

〒102-8160 東京都千代田区富士見 2-17-1 

TEL. 03-3264-9323 

E-mail： chiyoda_okinawa@ml.hosei.ac.jp 

 

以上 
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